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独立行政法人　国立重度知的障害者総合施設のぞみの園



 

はじめに

　行動援護は、平成17年4月からホームヘルプサービスの一類型として知的障害者
を対象に開始されましたが、障害者自立支援法においては、障害福祉サービスの
一つとして明確に位置づけられ、その対象者も知的障害者のみならず精神障害者
まで拡大されました。
行動援護は、障害のある人たちの地域生活を支援し、社会参加を実現するために
不可欠なサービスであり、また、その知識と技術は施設における支援にも大いに
役立つものと期待されています。

　独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園は、重い知的障害がある
人たちに対して自立のための先導的かつ総合的な支援を提供することを目的とし
ていますが、このような目的に照らせば、のぞみの園としても行動援護の全国的
な普及とサービスの質の確保に積極的に関わり、貢献する必要があると考えます。
　このため、厚生労働省と協議調整を行い、のぞみの園主催で「行動援護従業者
養成中央セミナー」を開催することとしました。この中央セミナーは、都道府県
単位で実施する「行動援護従業者養成研修会」の講師を養成するための中央研修
会という位置づけであり、厚生労働省の後援を得て平成18年7月10日から12日まで
の3日間の日程で開催されました。
　さらに、養成研修会の水準を確保するとともに、行動援護のサービス提供基盤
の整備と適切なサービス提供に資するために、養成研修用教材を作製することとし、
厚生労働省の「障害者自立支援調査研究プロジェクト」補助金を申請しました。
　幸い補助金の交付が決まったので、以下の方々を委員とし、のぞみの園を事務
局とする「行動援護従業者養成研修テキスト編集委員会」を設置し、委員長を岡
田喜篤先生に、副委員長を加瀬進先生にお願いしました。

委 員 岡田　喜篤　川崎医療福祉大学学長（委員長）

加瀬　　進　東京学芸大学助教授（副委員長）
氏田　照子　日本自閉症協会副代表
小笠原　恵　東京学芸大学助教授
河原　雄一　日本知的障害者福祉協会政策委員
高原　伸幸　厚生労働省障害保健福祉部障害福祉専門官
戸枝　陽基　全日本手をつなぐ育成会理事
野口　幸広　西南学院大学教授
萩原　喜茂　全国精神障害者家族会連合会施策委員会

　　　　　　　　　　国際医療福祉大学教授

安井　愛美　サポートセンターぴっころ代表
　　　
　編集委員会における協議の結果、行動援護を学ぶための基礎的な理論と知識、
実際にサービス提供をする場合の援助技術や留意点などについて委員各位が執筆
を分担するとともに、若干名の有識者に執筆を依頼することになりました。また、
養成研修会での演習用教材として、障害のある人の成長の記録と行動援護の支援
の事例を収録したDVDを作製することになりました。
　6回の編集委員会を経て行動援護に関する理論、知識、技術などを一通り網羅し
たテキストと演習用教材のＤＶＤをようやく完成することができました。編集委
員の皆様と執筆協力者の皆様のご尽力とご協力に心から感謝申し上げます。
　これらの養成研修用教材が活用されることにより、行動援護従業者の間で専門
的な知識と技術が共有され、ひいては全国的なサービス提供基盤の整備が進むこ
とを期待しています。
　なお、編集委員会において、今回のテキストにとどまらず、上級者（サービス
提供責任者）向けのテキスト、あるいは、サービスの実践に主眼を置いたテキス
トなども必要ではないかとの意見も出されており、今後の検討課題としていきた
いと考えています。

　　　　　　　　　独立行政法人 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　遠 藤 　浩



 

 

 

 

 

  　第6章　行動援護のこれから 87

　 第１節　自閉症児の子育てと行動援護 88
　 第２節　自閉症者の生活支援と行動援護 91
　 第３節　精神障害者（主に統合失調症）の地域生活と行動援護 93
　 第４節　認知症の介護者養成と行動援護研修 95
　 第５節　障害者自立支援法のこれからと行動援護 97

＜援助技術編＞

　第7章　地域生活を支え続けるために 101

　 第１節　暮らしを支えるということ 102
　 第２節　安心な社会生活を送るためのステップ 103
　 第３節　そのままの社会参加ではいけない理由 104
　 第４節　積み上げの大切さ、積み方の留意点 105
　 第５節　行動援護の大切さと守備範囲 106
　 第６節　「地域デビュー」は慎重に 108
　 第７節　基礎理論と実践をつなぐ視点 110
　 第８節　福祉サービスの体質改善 112
　 第９節　地域啓発の心がけと「謝罪・説明・協力依頼」 113
　 第10節　フェイディングと移行の視点 114

　第8章　障害理解の達人になるために 115

　 第１節　先が見通せないという障害 117
　 第２節　記憶が時間軸で整理できないという障害 120
　 第３節　感覚の過敏や鈍感が著しいという障害 122
　 第４節　行動問題が作られる過程 125

　第9章　行動援護のスペシャリストになるために 129

　 第１節　行動問題をひきおこさない 130
　 第２節　パニック等に対応する 132
　 第３節　行動をおこす、とめる 134
　 第４節　てんかん発作に対応する 137

第５章　寄り添う、耳を傾ける、気持ちを汲みつづける 140

　用語解説 143
　
＜演習編＞

○ アセスメント演習
○ サービス提供演習

　＜基礎編＞

　第１章　人間理解と障害理解　　　　　　　　　　　　　　 　 7

第１節　人間科学の在りようと21世紀の課題  8
第２節　障害とは何か 9
第３節　医学モデルと社会モデル 11
第４節　自立の意味 12
第５節　知的障害とは何か 13
第６節　発達障害とは何か 15
第７節　精神障害とは何か 16
第８節　障害についての基本認識 17
第９節　障害のある人たちから学ぶ 18
第10節　心身障害と行動障害 19
第11節　精神疾患と行動障害 20

　第2章　地域生活支援サービスのあり方と行動援護　　    21

第１節　地域生活とは 22
第２節　めざしたい地域生活支援サービスのかたち 23
第３節　行動援護は何を担うサービスか 24
第４節　障害者自立支援法の到達点と課題 27

　第3章　ソーシャルワークと行動援護 　　　　　　　　    31

第１節　「ニーズ」形成と「ニーズ」把握の基礎 32
第２節　「ニーズ」アセスメントと個別支援会議 38
第３節　個別支援計画とチームアプローチ 42
第４節　ソーシャルワークの重要性 45

　第4章　福祉サービスとしての行動援護 　　　　　　　　    49

第１節　行動援護の対象像と法令上の規定 50
第２節　行動援護サービスの展開像と法令上の規定 54
第３節　行動援護の現状と課題 60
第４節　行動援護サービス提供者に求められる倫理性と人権感覚 62

　第5章　行動理解の基礎　　　　　　　　　　　　 　      　　65

　 第１節　行動問題とは 66
　 第２節　行動問題と障害特性 71
　 第３節　アセスメント 78
　 第４節　行動問題をつくらないために 83

も く じ も く じ

 





 

 



 







 

 



 

 



 



 

 

 



 

 

 

 
 



 

 

 





 

 



 

  









 







 





 

 

 

 

 

  



  



  



     





 

 

 

 





 





 

 



 

 

 





 

 

 

 

 









 

















 





 











 

 

 





 





 



 





 

 





 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 





 

－ 行動援護従業者養成研修テキスト － 

発  行  日　　

編　　 集　　

　平成１９年（2007年）３月３１日　　　　　　

独立行政法人 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

行動援護従業者養成研修テキスト編集委員会

〒370-0865　群馬県高崎市寺尾町 2 1 2 0 番地 2

TEL：027-325-1501（代表）　FAX：027-327-7628


	0-01
	0-02
	0-03content
	1-00-ol
	1-01-ol
	1-02_03-ol
	1-04_05-ol
	1-05_06-ol
	1-07_08-ol
	1-09_10-ol
	1-11_2top-ol
	2-1_2-ol
	2-3-1-ol
	2-3-2＿2-4-1-ol
	2-4-2-ol
	2-4-3_3top-ol
	3-1-1-ol
	3-1-2-ol
	3-1-3-ol
	3-2-1-ol
	3-2-2-ol
	3-3-1-ol
	3-3-2-ol
	3-4-1-ol
	4-00-ol
	4-1-1-ol
	4-1-2-ol
	4-2-1-ol
	4-2-2-ol
	4-2-3-ol
	4-3-ol
	4-4-ol
	5-00-ol
	5-1-01-ol
	5-1-02-ol
	5-1-03-ol
	5-2-01-ol
	5-2-02-ol
	5-2-03-ol
	5-3-01-ol
	5-3-02-ol
	5-3-03-ol
	5-4-01-ol
	5-4-02_6-00-ol
	6-1-01-ol
	6-1-02-ol
	6-2-01-ol
	6-3-01-ol
	6-4-01-ol
	6-5-01-ol
	7-00-ol
	7-01ol
	7-02-ol
	7-05-ol
	7-06-ol
	7-07-ol
	7-08-ol
	7-10_8-00-ol
	8-00-01-ol
	8-01-1-ol
	8-02-1-ol
	8-03-1-ol
	8-04-1-ol
	8-04-2-ol
	9-00-ol
	9-01-ol
	9-02-ol
	9-03-ol
	9-04-1-ol
	9-04-2-ol
	9-06-ol
	9-colam2_y-ol
	okuzuke

